
№ 内容 検討項目 掛川市の状況等 他市町の状況等 今後行う調査等 SDGsﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ共創事業

1
使用済み紙おむつ

の資源化

・処理スキームの検討（SDGs共創事業

提案の市民目線での実現可能性等）

・実施方法の検討（事業所回収、全世

帯回収、モデル地区回収など）

・市民・事業者の動機付け方策の検討

・燃えるごみとして処理

・燃えるごみの約６％（環境省

ガイドラインより）

・県内で実施している市町なし

・「おむつからおむつ（鹿児島

県志布志市）」、「燃料製造

（鳥取県伯耆町）」など全国一

部の自治体で実施

・削減効果（経費、CO₂等）

・組成分析

・全国実施自治体の検証

・先進自治体視察

・掛川市に適した処理のスキー

ムづくり

・事業の採算性等

・ＥＳＧ投資

・経費等

2 生ごみの資源化

・処理スキームの検討（SDGs共創事業

提案の市民目線での実現可能性等）

・実施方法の検討（事業所回収、全世

帯回収、モデル地区回収など）

・市民・事業者の動機付け方策の検討

・燃えるごみとして処理

・燃えるごみの約26％（H30組

成調査（湿）より）

・キエーロ、コンポスト補助等

の実績有（現在は制度なし）

・県内では藤枝市において実施

（集積所回収、専用袋（無料配

布）、肥料リサイクル）

・宮城県南三陸町において実

施、バイオガス事業、液肥散布

・長野県上田市で「生ごみ出し

ません袋」を無料配布

・削減効果（経費、CO₂等）

・組成分析

・全国実施自治体の検証

・先進自治体視察

・掛川市に適した処理のスキー

ムづくり

・事業の採算性等

・ＥＳＧ投資

・経費等

3
製品プラスチック

の資源化

・処理スキームの検討（SDGs共創事業

提案の市民目線での実現可能性等）

・実施方法の検討（拠点となる回収場

所、専用袋による集積所回収等）

・市民・事業者の動機付け方策の検討

・燃えるごみとして処理

・燃えるごみの約９％（H30組

成調査（湿）より）

・県内では御前崎市が専用の袋

にて回収、藤枝市が地区指定場

所での専用コンテナへ回収を実

施

・削減効果（経費、CO₂等）

・組成分析

・全国実施自治体の検証

・先進自治体視察

・掛川市に適した処理のスキー

ムづくり

・事業の採算性等

・ＥＳＧ投資

・経費等

4
剪定枝・落ち葉の

資源化

・処理スキームの検討（SDGs共創事業

提案の市民目線での実現可能性等）

・実施方法の検討

・市民・事業者の動機付け方策の検討

【剪定枝】

・燃えるごみとして処理（環境

資源ギャラリー・集積所は制限

有）

・市内事業者において処理さ

れ、燃料チップ化、肥料用原料

など（市民自己負担）

【落ち葉】

・燃えるごみとして処理

・一部公園・街路樹については

市が回収して堆肥化

【剪定枝・落ち葉】

・事業者への補助（菊川市）

・拠点回収を行った後に資源化

（瀬戸市）

・削減効果（経費、CO₂等）

・組成分析

・全国実施自治体の検証

・先進自治体視察

・掛川市に適した処理のスキー

ムづくり

・事業の採算性等

・経費等

想定される分別・リサイクルの主な項目 資料２－１



４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月

会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

検討内容

・会議設置の目

　的と目指す姿

・検討事項と

　スケジュール

・掛川市のごみ

　処理の状況と

　目指す姿

・意見交換

・新たな分別内

　容の検討

・SDGsプラッ

　トフォームで

　提案された

　内容の整理・

　検討

・新たな分別内

　容の検討

・SDGsプラッ

　トフォームで

　提案された

　内容の整理・

　検討

・新たな分別内

　容の検討

・SDGsプラッ

　トフォームで

　提案された

　内容の整理・

　検討

・新たな分別内

　容の検討

・SDGsプラッ

　トフォームで

　提案された

　内容の整理・

　検討

・一般廃棄物基

　本計画への

　落とし込み

・新たな分別内

　容の検討

・SDGsプラット

　フォームで提案

　内容の整理・検

　討

・具体的方向性

　の整理

・今後の検討必要

　事項の洗い出し

・まとめ

・提言

・一般廃棄

　物基本計

　画への落

　とし込み

協議

(随時)
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

検討内容

・計画改

定のパブ

コメ

備考

・広報・HP等によ

る周知

今後のスケジュール（予定）

S

D

G

s

プ

ラ

ッ

ト

フ

ォ

ー

ム

　企業等連携による分別処理スキームづくり

　・ソリューションの提案

　・マッチング、具体的事業化の検討

　・ＥＳＧ投資等の呼び込み

令和５年 令和６年

推

進

会

議
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